







































































（例：Before the development of air travel, this was the only method of transport available for
people wishing to make journeys overseas.）を聞いて、内容と一致する絵を選ぶというテスト
を行い、聞き取ったことや選んだ理由を回想法で聴取した。そして、音声処理のレベルにより、
Noise/ Distraction/ Syllable restructuring/ Syllable identification/ Key word association/





























うち、問題１は P、T、U、AA の４名、問題２は O、Q、S の３名が、各項目が出題された試験回
を受験していた。しかし、試験実施から時間が経過しており、協力者自身から前に同じ問題を
解答した記憶があると語られなかったため、本稿では調査対象から外さないことにした。

















A 漢字圏 不明 P 漢字圏 N２ AE 非漢字圏 N２
B 漢字圏 不明 Q 漢字圏 N１ AF 非漢字圏 N２
C 漢字圏 不明 R 漢字圏 N１ AG 漢字圏 不明
D 漢字圏 不明 S 漢字圏 N１ AH 非漢字圏 N１
E 漢字圏 不明 T 漢字圏 N２ AI 非漢字圏 ２級
F 漢字圏 不明 U 非漢字圏 N２ AJ 非漢字圏 N２
G 漢字圏 不明 V 非漢字圏 不明 AK 非漢字圏 N２
H 漢字圏 不明 W 非漢字圏 N２ AL 非漢字圏 ２級
I 漢字圏 不明 X 非漢字圏 N２ AM 非漢字圏 ２級
J 漢字圏 不明 Y 非漢字圏 N２ AN 非漢字圏 １級
K 漢字圏 N２ Z 非漢字圏 不明 AO 非漢字圏 ２級
L 漢字圏 N１ AA 非漢字圏 N２ AP 非漢字圏 １級
M 非漢字圏 N２ AB 漢字圏 １級 AQ 非漢字圏 N２
N 漢字圏 N１ AC 漢字圏 １級 AR 非漢字圏 N２



































選択肢１ ２４．４％ １１名 B,C,E,G,K,M,X,Y,AE,AJ,AO
選択肢２ ３５．６％ １６名 A,D,F,I,J,O,T,U,V,W,AA,AF,AG,AH,AK,AP






正答２‐① Necessary Information を正しく解釈（１３名）：A,D,F,I,J,U,V,W,AA,AF,AG,AH,AP
























































選択肢１ ２４．４% １１名 A,B,I,R,W,X,Y,AL,AO,AP,AS
選択肢２ ６．７% ３名 M,O,P




















正答３‐① Necessary Information を正しく解釈・推測（８名）：C,D,F,G,J,AH,AM,AN












































































































（６）Buck&Tatsuoka（１９９８:１３４）は、Necessary information を次のように定義している。“We defined it as the
information in the text which the reader must understand to be certain of the correct answer.”
本稿では reader を listener と解釈する。
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